
　JAおきなわ久米島支店において５月２７日「第１
回JA久米島支店まつり」が開催されました。会場で
はJAくめじまの野菜・いも・青壮年部など各部会によ
る即売コーナーや和牛改良組合の牛汁販売コー
ナーなどで島の農畜産物をPRしたほか、農機具や
ガス器具などの展示会も行われました。ステージで
は、島内の琉舞や民謡、エイサー、保育園児の遊戯
などが披露され、会場に花を添え、訪れた町民らを
楽しませました。

　６月１日９時17分、準天頂衛星「みちびき」２号機
を載せたH-IIAロケット34号機が、鹿児島県にある
種子島宇宙センターから打ち上げられました。打ち
上げはYouTubeでライブ中継され、史上初めて子
どもの声でカウントダウンが行われました。300から
始まったカウントダウンの90秒を美崎小学校が担
当。３月に元気よく声をそろえて撮影を行った映像を
全校生徒で鑑賞しました。

　旧暦５月４日（ユッカヌヒー）にあたる５月２９日、
航海の安全や豊漁を祈願するハーリーが鳥島漁港
と真泊漁港において、また６月４日に儀間漁港にお
いて行われました。
　本バーリーを皮切りに小・中学生らの体験ハー
リー、職域対抗競漕などが行われました。各漁港で
は地域の小学生からお年寄りまで多くの町民や観光
客が訪れ賑わいました。

　南城市船越小学校５年生約６０人が６月７日～９
日の日程で来島しました。これは沖縄県離島体験交
流促進事業で、沖縄本島の子ども達に離島の特殊
性や魅力に関心を高めてもらうことが目的。今回、民
泊体験や島の学校体験プログラムで自然を楽しむ
だけでなく、環境学習として、奥武島海岸のゴミ拾い
と分別を行いました。久米島ホタル館スタッフの分
かりやすい説明に、子ども達は自然環境の大切さを
学びました。

　町とリコージャパン㈱（松井氏秀隆社長）は包括
的連携に関する協定を行い、５月17日久米島町役
場にて調印式が行われました。リコージャパン㈱が
地方創生に関する連携協定を自治体と締結したの
は8件目で、県内では２件目となります。両者が有す
る技術や資源を効果的に活用しながら、住民生活の
質の向上と地域活性化に向けて相互に協力し、地方
創生地方創生・地域活性化を推進していきます。

　５月１４日、イーフビーチホテルをスタート・ゴー
ルに久米島トライアスロン大会が行われました。前
大会までの２月から時期をずらしての開催。スイム
2km、バイク47ｋｍ、ラン20kmのミドルコースを約
１２０人の選手らが駆け抜けました。優勝した米田泰
祟さん（茨城県）は、３時間４１分５９秒でゴール。久
米島から参加の下里和也さんは惜しくも4位となりま
した。

　町老人クラブ連合会主催の作品展示会・農産物
販売会が５月１９日～２１日の間、久米島博物館で
行われました。「つくいむん・たからむん・みしーぶさ
むん」と題し、会員85人が日ごろ製作に取り組んた
絵画、書道、盆栽、手芸品など約４０８点が展示され
ました。
　今回、会場入り口で観客を出迎えたのは、高さ約
７０cmのシーサー。これは、比嘉公民館が完成した
際に飾るために製作されたものです。

JA久米島支店まつり初開催
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島風を切り　スイム＆バイク＆ラン
第３回久米島トライアスロン大会

　宜野湾～久米島ヨットレースが５月２７日に行わ
れました。今年は１２チーム約８０名が参加し、早朝
６時に宜野湾マリーナを出発、兼城港沖までの約55
マイルの航海を競いました。優勝したMinerva（ミネ
ルバ）の上村史郎さんは「目指している日本一を
取ったのと同じくらい嬉しい」と勝利を喜びました。
レース当日、兼城港で行われた「キッズ体験セーリ
ング」には、島内の小学生ら約２２人が乗船体験しま
した。
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